中国におけるコミュニティ支援型農業 (Community supported agriculture)の広がり -- 北京市小毛驢市民農園の事例 (特集 中国農業の持続可能性) by 山田 七絵
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の過程において、多くの先進国が環境汚染とそれに起因する食品公害事件を経験してきた。日本においても一九五〇年代から一九六〇年代にかけて相次いで発生したヒ素粉ミルク事件、カネミ油症事件等を経て、一九七〇年代に都市部の消費者を中心 安全な食品を求める全国的な運動が始まった。こうした日本の社会 のなかで独自の「産消提携」という概念が生まれた。 「産 提携」とは「特定の生産者と特定 が話し合いや交流によって相互理解を深め、双方が自ら労力や資金を出し合い、自主的で独自の配送によって継続的に農産物を取り交わす（参考文献①） 」一般の農産物流通とは独立した取引形態を指し、 「生産者の拠点から消費者の拠点に三



















































では、農場が契約に基づいて企の要求する基準を満たす 産物を生産する代わりに、企業は生産資材や技術供与、最低保障額で 買い取り、全量買い取 契約などより生産リスク 一部を負担する。企業と消費者は市場 通じて取引を行う。消費者は食品安全認証というシグナルを手がかりに高価だが安全な有機農産物を購入し、企業や流通業者に対し対価を支払う。ＣＳＡモデルにおける産者と消費者の関係は比較的長期的なものであり、信頼関係を通じ
て安全性に対する監視コストを減少させるので農場はしばしば高額な安全認証の取得費用を負担せずに消費者と取引を行う事が可能となる。後で紹介す 北京市小毛驢市民農園でも、有機農業を実践しているにも関わらず食品安全認証は取得していない。ただし、ＣＳＡに参加した場合の 側の負担が相対的に大きいと感じたり、生産者との長期的な関係作りを煩わしく思う消費者は多少高価でも市場での購入を選択するだろう。　
本特集の他の論文でも述べてい

































めての「社区支持農業」 （ＣＳＡの中国語訳）の取り組みと言えるだろう。二〇〇六年には上記の活動を全国的に展開するための基盤として、ＣＳＡを実践する生産者組織間のネットワーク強化を目的とした連合体 「北京国仁緑色連盟」を成立させた（二〇〇八年に法人格を取得して「国仁城郷（北京）科技発展センター」となった） 。その後消費団体との連携も深め、ついに二〇〇八年四月に同センターが運営するＣＳＡ実践農場、「小毛驢市民農園」を北京市郊外に設立する運びとなった。　
このほか、中国人民大学農業与
















































メディアや交流会を通じて各地に反響を呼んでいる。二〇一〇年一一月の「第二回全国社区支持農業経験交流会」 の配付資料によれば、同交流会に出席した中国 内のＣＳＡ実践組織は合計四八組織にのぼる。その地域別内訳 みると、国内のＣＳＡ実践組織 うち一五は北京市、その他は二〇もの省・地域で活動す 組織によって構成されていた（
図
2） 。北京市以外






























だごく一部ではあるがＣＳＡは都市近郊農業の発展モデルのひとつとして広がっている。近年都市部では一定以上の所得、教育水準を持つ中間層が着実に増加しており、都市近郊型グリーンツーリズムの盛況ぶりをみるまでもなく彼らの安全な食品、近郊農村でのレクリエーションに対す 需要は伸びている。環境保全、食の安全を実現するため コストを生産者だけでなく消費者も負担するというＣＳＡの基本的なアイディアは、確実に都市住民に受け入れられつつある。都市と農村の格差、食品汚染という深刻 問題を抱える中国にとって、今後ＣＳＡが都市と農村のより好ましい関係を築いていくためのひとつの処方箋なることを期待している。
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写真5　山東省「弘毅生態農場」の研究メンバー
主に農業生態学、植物学、エネルギー
開発等を専攻する大学院生。中国の環
境保全型農業の未来は、若い世代が
担っていく。
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図2　中国国内におけるCSA実践組織
の地域別内訳（2011年11月時点）
（注）単位は組織数。
（出所）「第二回全国社区支持農業経験交流会」配布資料
をもとに筆者作成。
写真4　上海近郊のCSA農園、「生耕農社基地」
（2010年9月、筆者撮影）
農場は淀山湖のほとりにあり、周囲に
は水田が広がっている。多くの都市住
民がここで週末を過ごす。
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